
　
そ
こ
で
県
は
、
水
素
・
燃
料
電
池
関
連

の
先
端
技
術
を
持
っ
た
企
業
を
集
め
、
情

報
の
交
換
や
共
有
を
し
な
が
ら
研
究
開
発

　
燃
や
し
て
も
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い

水
素
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会

実
現
の
切
り
札
と
な
る
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、
幅
広
い
分
野
で
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
社
会
へ
普
及
さ
せ
る
た
め

に
は
、
技
術
的
課
題
や
コ
ス
ト
面
、
供
給

体
制
な
ど
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
壁
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
着
実
に
解
消
し
て
い

く
に
は
、
企
業
や
研
究
機
関
が
個
別
に
研

究
を
積
み
重
ね
る
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
関
係
者
が
連
携
や
交
流
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

東上空から見たNesrad

FC-Cubicが入居する棟に設置された
ロゴマーク入りの看板

企
業
連
携
と
技
術
者
交
流
で

協
奏
を
生
む

　
水
素
・
燃
料
電
池
に
関
す
る
技
術
開
発
や
研
究
な
ど
を
行
う
施
設
が
米
倉
山
（
甲

府
市
）
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
入
居
す
る
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
ほ
か
、
互
い
に
連
携
し
、
技
術
者
や
研
究
者
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
が
生
み
出
さ
れ
る
研
究
開
発
拠
点
の
役
割
を
担

い
ま
す
。

　
県
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
関
係
者
が
連
携
し
た
研
究
開
発
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
水
素
な
ど
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
技
術
を
、
世
界
に
先
駆
け
て
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

米
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開
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ビ
レ
ッ
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完
成

を
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る
こ
と
が
で
き
る
施
設
「
米
倉
山

次
世
代
エ
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ル
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ー
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発

ビ
レ
ッ
ジ
（
Ｎ
ｅ
ｓ
ｒ
ａ
ｄ
）」
を
、
県
の

米
倉
山
電
力
貯
蔵
技
術
研
究
サ
イ
ト
へ
新

た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
本
県
が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
水

素
・
燃
料
電
池
に
関
す
る
技
術
開
発
や
研

究
、
実
証
の
成
果
を
活
用
し
て
、
入
居
す

る
企
業
同
士
が
連
携
し
、
ま
た
研
究
者
ら

が
交
流
し
互
い
に
高
め
合
う
環
境
を
提
供

し
ま
す
。Ｎ
ｅ
ｓ
ｒ
ａ
ｄ
の
完
成
で
、
飛
躍

的
に
技
術
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　
県
内
に
は
、
山
梨
大
学
の
水
素
・
燃
料

電
池
ナ
ノ
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
や
水
素
供

給
利
用
技
術
協
会
の
水
素
技
術
セ
ン
タ
ー
、

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
県
米
倉
山
電
力

貯
蔵
技
術
研
究
サ
イ
ト
な
ど
、
水
素
・
燃

料
電
池
に
関
す
る
研
究
機
関
が
集
積
し
て

い
ま
す
。Ｎ
ｅ
ｓ
ｒ
ａ
ｄ
は
、
こ
れ
ら
世
界

最
高
水
準
の
研
究
開
発
拠
点
に
新
た
に
名

を
連
ね
る
施
設
で
す
。

　
設
置
を
き
っ
か
け
に
、
本
県
の
水
素
・

燃
料
電
池
分
野
の
研
究
開
発
拠
点
で
蓄
積

さ
れ
た
技
術
な
ど
を
求
め
て
県
外
か
ら
進

出
し
て
く
る
新
た
な
企
業
や
技
術
者
・
研

究
者
が
集
ま
り
、
こ
れ
ら
と
県
内
企
業
と

の
連
携
が
進
む
こ
と
で
、
経
済
の
活
性
化

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
燃
料
電
池
分
野
で
日
本
を
代
表
す
る
研

究
・
評
価
機
関
「
技
術
研
究
組
合
Ｆ
Ｃ-

Ｃ
ｕ
ｂ
ｉ
ｃ
」
の
研
究
拠
点
が
東
京
お
台

場
か
ら
Ｎ
ｅ
ｓ
ｒ
ａ
ｄ
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
Ｆ
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ｕ
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ｉ
ｃ
は
、
ト
ヨ
タ
や
日

産
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
40

企
業
の
ほ
か
、
5
つ
の
大
学
や
国
の
研
究

機
関
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
水
素
・
燃
料

電
池
に
携
わ
る
人
な
ら
誰
も
が
知
っ
て
い

る
技
術
者
集
団
で
す
。
燃
料
電
池
シ
ス
テ

ム
開
発
を
支
え
る
た
め
の
研
究
や
解
析
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
大
学
の
英
知
を
産
業

界
へ
展
開
す
る
た
め
の
橋
渡
し
を
す
る
な

ど
、
日
本
の
燃
料
電
池
分
野
の
研
究
や
開

発
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
県
は
、Ｆ
Ｃ-

Ｃ
ｕ
ｂ
ｉ
ｃ
と
水
素
・
燃

料
電
池
分
野
の
企
業
、
既
存
の
研
究
機
関

な
ど
と
連
携
を
図
り
、
山
梨
で
確
立
し
た

技
術
が
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
い
く
よ
う
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

世
界
最
高
水
準
の
研
究
開
発
拠
点

あ
の
技
術
者
集
団
も
N
e
s
r
a
d
に

（株）ミラプロ

東レ（株）

（株）NTTドコモ  エクセルギー・パワー・システムズ（株）の共同事業

（株）巴商会

ヒラソル・エナジー（株）

武蔵エナジーソリューションズ（株）

エクセルギー・パワー・システムズ（株）

（株）やまなしハイドロジェンカンパニー

水素エネルギー利用拡大を促す水素液化設備の実証
カーボンニュートラル実現へ向けた大規模P2Gシステムによるエネルギー需要転換・利用技術開発
携帯電話基地局を活用した次世代エネルギーネットワークの実証
多様な水素圧力容器に充塡・利用可能な設備の実証

IoTを活用した「百年続く太陽光発電」を実現するための維持管理技術の実証
再生可能エネルギー活用範囲拡大のためのリチウムイオンキャパシタ電源システム構築の実証
蓄電池と燃料電池を組み合わせた電源のゼロエミッション化実証
固体高分子（PEM）形水電解装置の技術開発

企業名 主なプロジェクト概要
Nesradに入居する企業が実施するプロジェクト

水素・燃料電池の主な研究機関

山梨大学水素・燃料電池
ナノ材料研究センター
●燃料電池の
　基礎的技術確立のための研究

県産業技術センター
●燃料電池の性能評価

県企業局
米倉山次世代エネルギーシステム
研究開発ビレッジ（Nesrad）

一般社団法人
水素供給利用技術協会
（HySUT）水素技術センター
●水素ステーションの技術研究開発

【問い合わせ先】 電気課  新エネルギーシステム推進室  TEL 055-234-5268  FAX 055-223-5393
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●水素ステーションの技術研究開発

【問い合わせ先】 電気課  新エネルギーシステム推進室  TEL 055-234-5268  FAX 055-223-5393

ネ
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甲府駅

じゅうてん

県企業局
米倉山電力貯蔵技術研究サイト
●再生可能エネルギーから
　水素を生み出す実証研究

入居企業や技術者の交流が行われるエリア。他にもセミナールームがある

米倉山次世代エネルギーシステム研究開発ビレッジ完成
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